
発電メーターを設置する場合のイメージ図 
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発電メーターを用いた供給量の算定方法 

 

特定契約において取引当事者間で以下のとおり算定方法を定める必要があります。 

売電メーターの計測値を、発電メーターの計量値（当月検針日の指示数から前月検針日の指

示数を差し引いた値）でそれぞれ按分します。このとき、按分は調達価格の高い設備から行い、

調達価格の最も低い設備の発電量は売電メーターの計量値から他の発電メーターの発電量を差

し引きます。イメージ図をもとに説明すると、次のようになります。 

    ・既存認定設備の発電量＝ＡkWh×
＋

 （小数点以下、四捨五入）・・・① 

    ・増設部分の発電量＝ＡkWh－① 

 

系統線 

既存認定設備 

40 円+税・20 年 

増設部分 

29 円+税・20 年 

売電メーター ＡkWh

発電メーター１ 

（発電事業者検針） 

発電メーター２ 

（発電事業者検針） 

一般負荷 （余剰配線の場合） 


